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自然をたいせつにし、美しいまちをつく
りましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりまし

ょう

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちを

つくりましょう

元気で働き､豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつく

りましょう
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高
萩
海
岸
で

二
人
の
子
ど
も
が
助
か
る

ー

孔

７
月
訓
日
午
後
０
時
加
分
ご
ろ
、
勝

田
市
佐
野
小
６
年
鈴
木
敏
春
（
ｎ
才
）

君
は
、
佐
和
小
鳩
子
供
会
１
２
０
名
と

と
も
に
ピ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
プ
ー
ル
で
楽

し
く
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
終

了
後
、
東
側
海
岸
で
水
泳
中
に
高
波
に

さ
ら
わ
れ
て
お
ぼ
れ
、
棚
Ｉ
卵
メ
ー
ト

ル
先
ま
で
流
さ
れ
ま
し
た
。
近
く
に
い

た
高
浜
町
２
１
鈴
原
茂
男
（
溺
才
）
さ

ん
か
海
に
と
び
こ
み
、
岩
で
け
が
を
し

な
が
ら
敏
春
君
を
助
け
ま
し
た
。

感
謝
状
を
受
け
る
英
樹
君

高
浜
町
３
１
％
ｌ
２
小
野
寺
隆
さ
ん

の
長
男
隆
一
（
３
才
）
ち
や
ん
は
、
７

月
型
日
午
後
４
時
訓
分
ご
ろ
高
浜
町
３

丁
目
先
海
岸
の
砂
浜
で
遊
ん
で
い
ま
し

た
が
、
波
打
ち
ぎ
わ
ま
で
歩
い
て
い
っ

た
と
こ
ろ
、
高
波
に
さ
ら
わ
れ
、
５
メ

ー
ト
ル
先
ま
で
流
さ
れ
ま
し
た
が
付
近

に
い
た
高
浜
町
３
１
兜
１
２
喜
多
武
久

さ
ん
の
長
男
英
樹
（
東
小
６
年
、
ｎ
才
）

君
が
海
に
と
び
こ
み
隆
一
ち
や
ん
を
助

け
ま
し
た
。

高
萩
署
で
は
、
こ
の
功
労
を
た
た
え

英
樹
君
に
対
し
８
月
晦
日
感
謝
状
と
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

》

ー

蕊
蟻

原茂男さん

実
施
期
間
９
月
配
日
１
，
月
１
日

重
点
目
標
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者

の
事
故
防
止
、
特
に
こ
ど
も
と
老
人

を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
。

運
転
者
は
シ
Ｉ
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
。

高
萩
市
内
の
本
年
１
月
か
ら
現
在

（
８
月
蝿
日
）
ま
で
の
交
通
事
故
は
“

件
、
こ
の
う
ち
、
こ
ど
も
の
事
故
が
Ⅳ

件
（
２
６
．
５
％
）
老
人
の
事
故
が
６

件
（
９
．
３
％
）
死
亡
事
故
２
件
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。

こ
ど
も
の
事
故
の
ほ
と
ん
ど
は
、
車

の
直
前
直
後
の
横
断
や
と
び
出
し
に
よ

る
も
の
で
す
。

特
に
夏
期
に
交
通
事
故
が
多
く
高
萩

市
で
は
前
年
度
死
亡
事
故
０
で
あ
っ
た

が
８
月
に
２
件
も
発
生
し
て
お
り
ま
す

運
転
者
は
、
交
通
事
故
を
起
さ
な
い
た

め
に
１
人
１
人
が
慎
重
に
安
全
な
運
転

を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

交
通
事
故
０
を
め
ざ
し
て
歩
行
者
も

運
転
者
も
お
互
い
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

市
民
号
の
受
付
け
は

９
月
加
日
よ
り

申
込
み
は
市
民
相
談
室
へ
早
目
に

ど
う
ぞ

秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動

市報は毎月5日発行しておりますので早めに各家庭に回るようご協力願います
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ミ
飢
飛
殿
殿
峨
蝿
弼
抑
咄
唖
、
託
叶
脚
岻
、
、
、
く
、
、
、
、
、
、
、
閏
、
ｘ
＼
式
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
其
べ
べ
、
竃
、
、
、
、
、
さ
く
、
、
、
、
藍
、
蕊
、
、
運
、
『
、
、
、
、
、
、
式
、
、
、
、
、
、
、
雨
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
詞
、
、
笛
、
、
謎
、
、
、
、

砂
き
た
る
、
月
１
日
に
は
、
全
国
い
っ
せ
い
に
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
》

ノノ

《
我
が
国
の
国
勢
調
査
は
、
大
正
９
年
に
第
１
回
の
調
査
が
行
な
わ
れ
、
以
後
５

州

／

吻
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
今
回
は
第
皿
回
目
に
当
り
、
今
回
の
調
査

ノ

御
対
象
は
、
人
口
が
１
億
１
，
１
０
０
万
人
、
世
帯
が
３
，
３
０
０
万
世
帯
と
見
〃

抄
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
”
〃

ｘ
託
丸
、
、
函
、
対
汽
、
、
、
、
、
電
対
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
油
、
、
、
、
、
、
、
。
、
閏
、
瓦
、
、
、
、
、
、
、
、
、
託
汽
民
氏
、
、
、
試
丸
貢
、
、
、
、
、
賢
試
丸
託
丸
滝
涜
託
汽
丸
Ｘ
蕊
、
瓦
丸
、
、
更
、
、
、
、
託
、
民
丸
、
熟
き
、
、
、
、
、
、
、
、
、
蚤
、
託
丸
や

国
勢
調
査
は
、
国
内
に
住
ん
で
い
る

す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し
て
１
人
１
人

も
れ
な
く
調
査
す
る
き
わ
め
て
大
規
模

な
統
計
調
査
で
す
。

調
査
さ
れ
た
こ
と
が
ら
は
、
課
税
な

ど
統
計
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ

ん
。
ま
た
、
個
人
の
秘
密
な
ど
に
属
す

る
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ
の
秘
密
は
保

護
さ
れ
ま
す
か
ら
、
あ
り
の
ま
ま
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
・

調
査
の
ね
ら
い

国
勢
調
査
は
、
国
、
県
、
市
の
人
口

や
、
世
帯
数
、
年
令
別
な
ど
の
人
口
構

成
、
核
家
族
や
そ
の
他
の
世
帯
の
構
成

を
明
ら
か
に
し
、
地
域
社
会
に
直
結
す

る
行
政
に
役
立
つ
基
本
的
資
料
を
得
る

た
め
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。

最
近
、
人
口
や
、
世
帯
に
関
す
る
き

め
細
か
い
統
計
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
る
た
め
、
今
回
の
調
査
で
は
、
調
査

結
果
の
早
期
利
用
や
、
世
帯
統
計
の
充

実
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 第

国
勢
調
査
」
に
ご
協
力
を

12

回

市
内
を
１
９
１
の
地
域
に
区
分

し
て
国
勢
調
査
区
が
設
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
勢
調
査
員
は
、
こ
の

調
査
区
を
一
つ
ず
つ
受
け
持
ち
ま

す
。

加
月
１
日
か
ら
５
日
ま
で
の
間

に
も
う
一
度
各
世
帯
を
訪
門
し
、

記
入
済
承
の
調
査
票
を
集
め
に
伺

い
ま
す
。

９
月
型
日
か
ら
訓
日
ま
で
の
間

に
各
世
帯
に
「
調
査
票
」
を
配
り

調
査
票
の
記
入
の
仕
方
を
説
明
し

依
頼
し
ま
す
。

調
査
の
し
く
み

÷一←.一 ‘そ一一
J

ー

拝

結
果
の
利
用

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
い
ろ
い
ろ
な

分
野
で
、
非
常
に
広
範
囲
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
利
用
が
あ
り

ま
す
。①
地
方
公
共
団
体
の
地
方
交
付
税

の
算
定
基
準

②
議
員
定
数
の
決
定
、
選
挙
区
の

決
定

③
過
密
、
過
疎
対
策
、
地
域
計
画

④
社
会
福
祉
対
策

⑤
雇
用
、
交
通
．
住
宅
対
策

⑥
大
学
、
研
究
所
な
ど
で
の
学
術

研
究
資
料

な
ど
で
、
行
政
上
の
資
料
と
し
て
利

用
さ
れ
る
ほ
か
、
民
間
の
会
社
や
各
種

の
研
究
機
関
な
ど
で
も
広
く
利
用
さ
れ

ま
す
。
国
勢
調
査
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、

庶
務
課
③
２
１
１
１
内
線
２
５
６
へ
ご

絡
連
く
だ
さ
い
。

忠

調
査
票
は
、
調
査
員
↓
市
↓
県

を
通
じ
て
総
理
府
統
計
局
に
集
め

ら
れ
、
直
接
「
機
械
」
に
か
け
て

調
査
結
果
を
集
計
し
ま
す
。

＜一一

10月1日

I

一

９
月
は
お
と
し
よ
り
の
月
で
す
。
し
ま
す
お
と
し
よ
り
が
ふ
え
、
核
家
族
化
が
、
才
以
上
に
祝
品
な
ど
を

す
す
む
中
で
、
老
人
対
策
は
、
行
政
の
市
で
は
老
人
健
康
診
査
や
ね
た
き
り

力
だ
け
で
、
お
と
し
よ
り
を
し
あ
わ
せ
の
お
と
し
よ
り
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を

に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
や
は
り
派
遣
し
日
常
の
お
世
話
を
し
て
い
ま
す

肉
身
は
も
と
よ
り
、
お
と
し
よ
り
を
と
９
月
の
老
人
福
祉
週
間
に
は
県
、
市

り
ま
く
地
域
の
糸
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
で
銘
才
以
上
弱
人
の
お
と
し
よ
り
に
記

老
人
問
題
を
考
え
る

積
極
的
な
市
の
施
策

い
思
い
や
り
が
あ
っ
て
こ
そ
し
あ
わ
せ
念
品
を
贈
り
市
長
が
直
接
訪
門
し
て
お

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
渡
し
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
で
仲
間
づ
く
り
ま
た
、
扣
才
以
上
の
お
と
し
よ
り
に

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
お
と
し
よ
り
み
ず
は
、
民
生
委
員
を
通
じ
敬
老
祝
品
を
、

か
ら
も
老
後
の
生
活
を
健
全
で
豊
か
な
今
年
蹄
才
に
な
ら
れ
た
か
た
に
は
、
市

も
の
に
す
べ
く
努
め
て
い
た
だ
こ
う
と
社
会
福
祉
協
議
葦
婦
人
会
よ
り
記
念

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
社
会
の
交
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

流
を
中
心
と
し
て
、
神
社
や
公
園
な
ど
敬
老
祝
金
は
、
師
才
ｌ
拠
才
ま
で
の

の
草
取
り
、
花
植
え
な
ど
の
奉
仕
、
し
お
と
し
よ
り
に
５
，
０
０
０
円
、
踊
才

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
楽
し
い
以
上
の
お
と
し
よ
り
に
７
，
０
０
０
円

仲
間
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
‐
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

老
人
い
こ
い
の
家
「
こ
と
ぶ
き
荘
」
は
な
お
今
年
の
「
老
人
福
祉
大
会
」
は

昭
和
始
年
ｎ
月
に
完
成
さ
れ
ま
し
た
が
ｎ
月
に
市
民
体
育
館
で
行
な
わ
れ
る
予

お
と
し
よ
り
が
家
に
と
じ
こ
も
る
こ
と
定
で
す
。

国勢調査人口懸賞募集

問題＝本県の人口は？（10月1

日現在）

応募方法＝ハガキに予想人口

を械書きに住所、氏名、年

令、職業を明記のこと

締め切り=50年9月30日まで

送り先＝〒310水戸市三の丸1
1

丁目5番38号I

茨城県総合開発部統計課内

〆モー
タ

ー

な
く
、
さ
ら
に
生
き
が
い
を
高
め
る
た

め
利
用
し
て
い
た
だ
く
施
設
と
し
て
す

で
に
老
人
ク
ラ
ブ
－
０
５
件
そ
の
他

６
６
件
と
利
用
者
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

教
養
や
ク
ラ
ブ
活
動

中
央
公
民
公
館
で
は
、
昭
和
”
年
か

ら
高
令
者
学
級
を
毎
月
１
回
開
設
し
、

今
年
で
４
年
目
を
迎
え
学
級
生
も
１
７

５
名
と
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
講
義
や

軽
ス
ポ
ー
ツ
、
話
し
合
い
、
そ
し
て
ク

ラ
ブ
活
動
な
ど
が
主
な
行
事
と
な
っ
て

い
ま
す
。

、
才
以
上
に
祝
品
な
ど
を

市
で
は
老
人
健
康
診
査
や
ね
た
き
り

の
お
と
し
よ
り
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
・
ハ
ー
を

派
遣
し
日
常
の
お
世
話
を
し
て
い
ま
す

９
月
の
老
人
福
祉
週
間
に
は
県
、
市

で
銘
才
以
上
弱
人
の
お
と
し
よ
り
に
記
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二
つ
市
長
と
市
民
の
皆
さ
て
い
ま
す
。

咳
↑
ん
が
い
っ
し
ょ
に
な
つ

、
会
の
進
め
方
と
し
て
は

て
高
萩
を
考
え
理
解
し

に
合
う
〃
市
政
懇
談
会
〃

①
形
式
ば
ら
な
い
会
に
し
ま
す

今
云
畦
郡
恥
枠
洞
諦
季
崇
馳
麺
誰
儒
啼
沖
媚
電
嘩
処
域
奄
設
的

談
な
り
ま
し
た
。
な
意
見
を
聞
く
会
に
し
ま
す

懇
開
催
時
間
庭
い
づ
詮
な
さ
ん
の
参
加
で
、
市
政
に
対
す

政
蝕
締
諦
離
継
燐
喧
搾
朧
驍
艘
聡
雛

市
じ
各
単
位
地
区
ご
と
に
的
な
意
見
な
ど
実
行
可
能
な
も
の
は
、

連
絡
す
る
こ
と
に
な
つ
市
政
に
反
映
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
二
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
戸
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
二

大
気
汚
染
測
定
器
（
市
役
所
屋
上
）

議撫 ぞ
率
直
な
声
を
市
政
に

公
害
を
考
え
る
③

汚
染
さ
れ
な
い
高
萩
の
空
気

識
』 『

空
気
（
大
気
）
は
、
水
と
共
に
生
物

に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な

も
の
で
、
人
間
は
１
日
に
約
１
．
３
キ

ロ
グ
｜
ブ
ム
の
空
気
を
吸
っ
て
生
き
て
い

ま
す
。
こ
の
多
量
に
呼
吸
す
る
空
気
が

汚
れ
て
い
る
と
呼
吸
器
や
、
体
内
の
細

胞
組
織
、
器
官
に
影
警
を
与
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

大
気
汚
染
に
つ
い
て
は
定
義
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
国
民
が
健
康
で
安
全
、
か

つ
、
快
適
な
生
活
・
を
営
む
権
利
を
侵
し

ま
た
侵
そ
う
と
す
る
よ
う
な
大
気
成
分

』

市
内
の
大
気
汚
染

ー:

』
’
’
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
’
二
一
一
一
一

の
質
的
、
量
的
な
あ
ら
ゆ
る
変
化
を
い

う
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
，

大
気
を
汚
染
さ
せ
る
物
質
は
数
多
く

あ
り
ま
す
。
自
然
に
発
生
す
る
も
の
と

し
て
は
、
火
山
爆
発
、
砂
じ
ん
な
ど
が

あ
り
ま
す
か
、
一
般
に
は
、
人
工
的
に

発
生
す
る
も
の
で
ば
い
煙
粉
じ
ん
、

自
動
車
排
ガ
ス
な
ど
を
公
害
に
よ
る
大

気
汚
染
物
質
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

＝＝＝

昭和50年市政懇談会開催日程表

|場 所 ｜ 地 区|ロ市
で
は
、
昭
和
卿
年
５
月
よ
り
市
内

５
か
所
で
毎
月
い
お
う
酸
化
物
の
測
定

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

測
定
結
果
は
別
図
の
と
お
り
で
、
市

内
の
大
気
は
、
比
較
的
汚
染
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

こ
の
き
れ
い
な
空
気
を
い
つ
ま
で
も

守
り
た
い
も
の
で
す
。

ケ

備考

時 間
午後6時より鵡

麺過
測
定
は
５
か
所
で

=＝＝

有明会館

上君田小学校

関口公民館

町地区

下君田地区

地区蜘

１
几
利
且
ロ
ム

有明

上君田、

関口

安良ll l公民館

横川小学校内集会所

山手公民館

必
睡
唖

安良 111地区

横 111 地区

秋山上、北方地区

〃
．
〃

10

蝿
暉
鱈

１
２
２

館
館
館

高
島
中

ハ
《
ふ
角
紙
《

民
民
民

高戸地区

島名地区

本町､春日町､大和町

〃

〃
．
〃

戸
名
央

lI

叩／1 1／1伽c。

1211瘤|北組公民館｜上手綱地区
〃

染

もし

吻

汚な

市
微
萩
軽

高

里に

一
一
ダ
ダ

０
８
〃
６
５
４
３
２
１

３
０
０
０
０
０
０
０
０

いおう酸化物漉度
一(右考）

’

鰯
屋
47年度(47年5月~48年3月）

48年度(48年4月~49年3月）

49年度(49年4月～50年1月）
ただし､ 日立駅前は49年10月まで

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
の

取
り
の
ぞ
き
に
ご
協
力
を

"…|慮蔦工楽懐|艤萩市役所|',黙-ﾄ|国曝全ﾄ| ･立駅剛
以上1.0未満軽微な汚染

′‘ 2.0 ﾑ 普通度の汚染

" 3.0 ′， 中程度の汚染

" 4.0 " やや高度の汚染
ら 高度の汚染

５
０
０
０
０

０
１
２
３
４

測定方法は

二酸化鉛法

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
が
市
内
に
．

だ
い
ぶ
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ｍ
月

初
め
ご
ろ
か
ら
黄
色
で
き
れ
い
な
花
が

咲
き
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
き

ま
す
と
市
全
体
が
こ
の
植
物
に
占
領
さ

れ
て
し
ま
う
ほ
ど
ふ
え
て
し
ま
い
ま
す

こ
の
花
か
ら
は
、
花
粉
病
に
か
か
り

高
熱
を
出
し
て
苦
し
め
ら
れ
る
人
が
出

る
病
源
が
あ
り
始
末
に
困
る
草
で
す
。

松
戸
、
柏
、
木
更
津
な
ど
で
は
特
に

多
く
取
り
の
ぞ
き
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
が
勢
い
が
強
く
困
っ
て
い
ま
す
。

葉
は
、
ヤ
ナ
ギ
に
に
て
、
枝
が
な
く

株
立
っ
て
１
１
２
沈
の
高
さ
に
の
び
て

い
ま
す
。

そ
ろ
そ
ろ
花
が
咲
き
初
め
て
い
ま
す

の
で
、
今
の
う
ち
根
ご
と
抜
き
取
る
か

ま
た
は
、
刈
り
取
っ
て
も
結
構
で
す
。

象
な
さ
ん
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

市
民
活
動
担
当

自
然
を
愛
す
る
友
の
会

善
意
銀
行
へ

○
鈴
木
彰
さ
ん
Ｉ
下
君
田

病
気
見
舞
金
の
一
部
１
１
，
０
０
０
円

’

難

謹
呈
局

あ
、
が
と
う

’

1
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第3回市長杯野球大会

組み合わせ決まる

第
３
回
「
市
長
杯
野
蝿
チ
ー
ム
が
加
わ
り
計
的
チ
ー
ム
が
出

球
大
会
」
は
．
９
月
型
場
し
ま
す
。

日
、
泌
日
、
配
日
そ
し
チ
ー
鵠
ム
内
容
は
、
企
業
チ
ー
ム
、
ク

て
加
月
、
日
の
４
日
間
ラ
プ
チ
ー
ム
の
進
出
も
著
し
く
、
市
長

市
営
球
場
外
６
会
場
で
杯
野
球
大
会
な
ら
で
は
の
顔
ぶ
れ
で
激

開
か
れ
ま
す
。
し
い
ぶ
つ
か
り
合
い
が
予
想
さ
れ
ま
す

８
月
”
日
午
後
６
時
開
会
式
は
、
迦
日
午
前
７
時
㈹
分
に
帥

か
ら
中
央
公
民
館
で
主
チ
ー
ム
全
員
が
集
合
し
、
午
前
８
時
に

将
会
議
が
開
か
れ
別
表
市
営
球
場
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

の
と
お
り
紺
合
せ
が
決
試
合
開
始
時
間
は
、
皿
Ｒ
第
一
試
合

ま
り
ま
し
た
。
が
９
時
訓
分
か
ら
７
会
場
で
行
な
わ
れ

大
会
出
場
チ
ー
ム
は
型
日
か
ら
は
、
４
会
場
に
別
れ
午
前
９

昨
年
蝿
チ
ー
‐
《
で
し
た
時
の
試
合
開
始
時
間
と
な
っ
て
お
り
ま

が
、
今
年
は
、
初
出
場
す
。

■
一
一
．
二
口
、
一
二
三
”
・
・
一
三
一
▽
・
・
可
室
己
二
・
，
凸
．
二
三
・
ｂ
ｑ
，
一
こ
三
△
”
・
・
一
二
一
▽
◇
・
・
二
二
。
”
・
圭
△
言
・
可
’
二
一
二
一
△
・
”
》
一
二
一
・
・
・
・
二
一
二
・
・
口
産
可
二
・
・
ｑ
一
ニ
ニ
マ
“
・
“
一
室
一
・
・
ｂ
”
二
一
Ｆ
◇
・
”
三
二
阜
・
・
・
三
エ
ー
・
弓
・
ニ
ニ
マ
。
。
ｐ
一

帥
チ
ー
ム
が
出
場

木
内
蕊
謹 バ

ル
ブ
工
場
の
朝
州

パ
ル
プ
エ
場
の
煙
突
か
恥

ら
、
白
い
煙
が
静
か
に
上
恥

っ
て
今
日
も
さ
わ
や
か
州

な
朝
を
迎
え
た

こ
の
あ
た
り
は
、
昭
和
伽

の
は
じ
め
ご
ろ
に
は
、
競
岬

馬
場
に
も
な
っ
て
い
た
が
州

戦
時
中
は
、
日
立
や
呉
羽
岬

な
ど
の
軍
需
工
場
で
も
あ
恥

つ
た
。

今
、
工
場
の
あ
た
り
は
、
Ⅷ

爽
竹
桃
の
花
ざ
か
り
で
、
州

も
う
初
秋
を
思
わ
せ
る
。
岬

〆

電一㎡

市長杯野球大会組み合わせと日程
’ 24日 ’ 21日

I

21日 | 24日 I 28日 ］0 月10日 28日 ⑩電 電高萩

萩メ シ シ
①国鉄保線区

②山の内製薬

③K ， ， ． D

④鈴木建設

⑤高萩ジャイアンツ

⑥大伸ガラス

⑦山手ク ラブ

⑧青年会議所

⑨ロー ト ルズ

⑩ストロングナイン

⑪常北自動車

⑫高 戸

⑬林 友

⑭中村自工B

⑮赤浜ク ラブ

⑯高萩警察署

⑰関口ク ラブ

⑱高萩ク ラブ

⑲スーパーボトムズ

⑳大 心 苑

⑳ブルドックス

⑳日立電解箔

⑳プ ラ ウ ダ
⑳カーペンターズ

⑳千代田クラブ

⑳関 彰

⑳ワ ィ ャーズ

⑳シ ャークス

⑳ク マ ー ズ

高
フ
下
ガ
ク
フ
コ
北
横
高
Ｎ
ス
パ
恒
中
大
ャ
昭
協

⑳
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳
④
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲

⑲1
マ ノイャーズ
’ ト、皿

一
一
”
一
一
唖

nl
侭)1 手綱クラフ

ツ ツ

ガ 一 ス

ァーザース

恥2

I

面)3l)3

「－
’ ロ ン ボ

斗鉄工

島理化

萩製作所

K O B

E)1

’ n3

匝
一
癖

〆
） U)2－

iA)2

皿
準
決
勝

２

測
準
決
勝

－型-2」

－

一旦劃

カイラークス

ワ － ズ

和化学

村自工A

平産業

フゴーンス

和興産

同病院

ピ － ス

、4
A14 土

ハ

F)4

勝

一軍]－聖_F

且'－
司涌1

鋤ハ

耐3

L－｢両示 ャ
高
高
Ｎ
東
ベ
ト
郵
高
本

⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳

ングバワース

水ク ラブ

萩 駅

K 運輸
ケ ラ マ申
／ ／ ／

卜 コ ンズ

ir)3
時間

萌2 ． 3 1引(24‐28円）

誌1試合9 ： 00

"2 " 10 : 30

〃3 " 12 :00

〃4 な ’ ：30

○3 評

函

第]日(21日

開会式8

第1試合9

ヶ2 ヶ 11

ヶ3 〃 12

〃4 〃 2

合

E)3

０
０
０
０
０

０
３
０
３
０

、4
B1ワ
ノー

2_1_i一面I 二二F)2

ビ ー ズ

便 局

萩 会

IH]-萩友会

第4日（

準決勝第

〃 〃

10月10日）

l試合 8 ：30

2 " 10 : 30

勝 1 :00

高浜Bn=秋山中／′
＝大心苑〆 *' a

決
〆

(試合会場） '⑳＝市営球場EI=高浜A｡＝

⑧＝高萩工業 IF)=国際電々 ;C､

些
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サ
ラ
シ
ナ
シ
ヨ
ウ
マ
は
、
モ
タ
ン
ソ

ウ
と
い
っ
て
肝
ぞ
う
や
胄
腸
の
薬
に
し

て
い
る
薬
草
で
す
。

山
地
や
、
谷
川
ぞ
い
に
、
も
う
白
い

花
が
咲
い
て
い
ま
す
。

升
麻
（
シ
ョ
ウ
己
は
、
地
下
茎
の

黒
い
も
の
（
サ
ラ
シ
ナ
シ
ョ
ウ
マ
・
イ
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一
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一

一

一
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一

一

一

一
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一
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一
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国民年金制度が改正されました

国民年金は、老後の所得保障の支柱として、ますますその内容

の充実がはかられています。

福祉年金

改 正 後改 正． 前種 別

144,000円（月額12,000円）90.000円（月額7,5側円）老令福祉年金

135.600円(月額11,300円） 216.000円（月額18,000円）1級障害

福祉年金ヌ
シ
ョ
ゥ
ご
と
、
赤
い
も
の
（
ト
リ

ア
シ
シ
ョ
ウ
マ
・
ア
カ
ン
ョ
ウ
マ
）
と

を
取
り
合
わ
せ
て
調
製
し
た
漢
方
薬
の

名
で
す
。

90,000円（月額7,500円） 144,000円（月額12,000円）2級

サ
ラ
シ
ナ
シ
ヨ
ウ
マ
（
キ
ン
ポ
ゥ
ゲ
科
）
⑯

187,200円（月額15,600円）1176600円（月額9.800円）母子福祉年金

1876200円（月額15,600円）

108,000円（月額9,000円）

117.600円（月額9,800円）

サ
ラ
シ
ナ
シ
ヨ
ウ
マ
は

若
葉
を
つ
ん
で
よ
く
さ
ら

し
、
野
菜
と
し
て
食
べ
た

の
で
つ
け
ら
れ
た
名
で
、

別
に
ヤ
サ
ィ
シ
ョ
ウ
マ
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

薬
草
は
、
な
か
な
か
多

少
く
ゲ
ン
ノ
シ
ヨ
ウ
コ
、
ド

ク
ダ
ミ
、
オ
オ
バ
コ
な
ど

準母子福祉年金

’66,000円（月額5,500円） 'ー老令特別給付金

拠出年金

改 正 後改 正 前年･金種別等

212,250円(月額17.687円）

135,840円（月額11.320円）
1011

156．000円( " 13,000円）

174,150円(月額14,512円）10年年金高
令
者

老
令
年
金

5年年金 111,456円(月額9,288円）は
普
通
に
あ
る
。

薬
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の
う
ち
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ン
ブ
リ
（
’
一
ガ
ト
）

リ
ン
ド
ウ
、
キ
キ
ョ
ウ
、
オ
ト
ギ
リ
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ウ
、
オ
ウ
レ
ン
な
ど
は
大
分
少
な
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
大
事
に
し
た
い
も
の

で
す
。ト
ウ
キ
、
セ
ン
キ
ユ
ウ
、
ベ
ニ
バ
ナ

な
ど
の
よ
う
に
大
量
に
生
産
す
る
こ
と

も
考
え
た
い
も
の
で
す
。雄さ”

物の

278,640円(月額23,220円） 339,600円(月額28,300円）定額(25年年金）

定額と付加年金
（25年年金）

399,600円(月額33,300円）338.640円(月額28,220円）

424.500円(月額35,375円）1 級 348,300円(月額29,025円）害
金

障
年 339,600円(月額28,300円）278.640円(月額23.220円）2 級

339,600円(月額28,300円）

349.200円（月額29,100円）

人
人
１
２
等
等
子
子

278,640円(月額23,220円）

288,240円(月額24.020円）

母子、準母子

遺児年金

東小校庭で子ども会キャンプ 加入して一定期間の保険料をかけなけれ
ー

ばなりません。

現在、国民年金に入る資格がありなが

ら加入していない方は、将来年金を受け

られなくなります。 （なかでも昭和13年

4月1日以前に生まれた者はこのままに

しておきますと老令年金を受けられなく

なります。 ）本年12月末日までに、 これ

ら未納期間について1カ月900円で納め

ることができるようになっていますので

ぜひこの機会に加入してください。

手続は国民年金係で簡単にできます。

福祉年金証書は早めに年金係でお ｜

（涛参するもの)年金証書保管証 ｜
受取り下さい。

年金証書に使用している印かん

通知書（ハガキ）

保険料を納め忘れた方に

国民年金は、年令によって保険料を

納める最低期間がきめられています。こ

の期間の保険料を1カ月でも納め忘れが

あると、将来年金を受ける資格を失って

しまいます。現在2年以上経過し時効で

納められなくなった古るい保険料を特別

にさかのぼって納めることになっていま

すが、その納付期限は本年12月末までと

なっていますので納め忘れの保険料があ

りましたら国民年金係 （霞③2111内線

224）で相談して納めてください。

保険料は1カ月900円で一度に納められ

ない方は分割でも結構です。

8月2日、 3日、東小校庭で子ども会

幹祁講習会う乱庁なわれました。

64子ども会．195名の参加者がありそれ
戸

ぞれ6班にわかれて、飯ごう炊飯やキヤ

ンプファイヤーなどが催されました。

なお、市子ども会育成連合会ではテン

ト （10人用5張） ・飯ごう79個をいつで

も無料で貸し出しをしております。

申し込みは福祉事務所社会係へ。

国民年金に加入していますか

国民年金の老令年金をうけるためには
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自然に親しむ

市民のつどい

自然に親し桑ながら大能牧場付近に生

息する野鳥と植物を観察する集いを行な

います。多数ご参加ください。

日 時 9月14日（日） 7時30分

集合場所市役所前（マイクロバス）

コース下大能～若栗

持参するもの昼食、双眼鏡、筆記用具

服装、山野を歩ける服装

※くわしいことは、市教育委員会

麓③1131番でおたずねください。

f…面息凹型幽国弓JIi
§

l 国民年金 (2期)＃
驚

翰…識…… ＝…雪鐸驚

織灘
4． 発表川柳たかほり15号

（入選者は本人に通知）

5． 展示、入選句は11月に市民体育館に

おいて展示する予定です。

6． 参加資格高萩川柳会員並に市内居

住者

7． 表彰文化協会長賞

8． 審査員加藤香風、吉田涼子、立原

早苗

（高萩川柳同好会）

ボスター立看板などの表示は

認可を受けてから

まちの美観と風致を維持し、公衆に対

する危害を防止するために茨城県野外広

告物条例が定められています。

◎次のような区域では自家広告等を除き

表示してはいけません。

○国道の路肩から50柳以内の区域、又

県道の路肩から5〃Z以内の区域

（但し解除区間は除く）

○鉄道の施工基面肩から、 100肌以内

の区域

◎次の物件を利用して表示することはで

きません。

○橋りょう、街路樹、信号機、石垣な

ど。

（問い合せ先）市都市計画課（電諦③

2111内線266.267）

○一般市民相談・毎日、市民相談室

市政に対する苦情、要望など

○行政相談・毎月第2、第4木曜日

午後1時から3時中央公民館

役所に対する苦情、相談ごと

○心配ごと相談･毎週木曜日午後1時

から3時研修会館家庭内のこと

○家庭児童相談毎週火曜日午後1

時から3時、研修会館、児童の心

配ごと

○交通事故相談9月10日午前10時

から4時、中央公民館、交通事故

専門の相談

○健康相談毎週月暇日午前9時か

ら午後3時まで市役所分庁舎（健

康相談室）市の保健婦による相談

妊娠中のこと、産後のこと、身体

の健康に不安な方など

ーｨ

料理教室生の募集

と き 10月から12月まで、第3木曜日

午前10時から12時まで

ところ､中央公民館

講師、渡辺凱代先生

11=1込み、会費1,100円をそえて中央公民

館へ申込んでください。

人員24名

運動会のおしらせ

松岡中学校

君田中学校、秋山中学校、

高萩中学校、上君田小学校

松岡小学校、松岡幼稚園

高萩小学校

下君田小学校、秋山小学校

秋1_1｣幼稚園

第1幼稚園

東小学校、椛川小学校

高萩保育所

秋山保育所

東幼樅園

9月7日

9月14日

| 燃えないゴミの収集弐
9 ． 10月 一

日
日
１
８
２
２
月
月
９
９
）

' 9月 10月地 区 別

秋山、島名、北方

大能､中戸川､福平、若栗

上君田、下君田、枇川

高浜町、東本町

有明町、肥前町

安良川

本町、春日町、大和町

駒木原、高萩炭砿、石滝
高戸、行人塚、石河原

上手綱、下手綱、赤浜
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10月2日

1○月5日

10月8日

10月9日

1○月12日

’ 戦没者等遺族の特別弔慰金
の請求について

8月号の市報「たかはぎ」でお知

らせしました戦没者等遺族に対する

特別弔慰金請求については、現在、

遺族年金、公務扶助料を受けている

父母妻の場合は請求できませんので

お知らせします。

～‐
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藍 菖
畠 市の人口と世帯数 言
三 三

8月1日現在 前月比 自三

号 人口 30， 596人 （増114) :
冒

： 男 15,018人 （増58) E
呈

言 女 15,578人 （増56) E

喜 世帯 8，272世帯 （増51） 言
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| 文化祭作品
の 募集一

1‘ 募集種目、川柳（各3句以内）

兼題、新風、市民、 自由吟

2． 締切り日 9月30日までに必清

3． あて先島名1966、樫村一歩


